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茶道と通過儀礼 
 

劉 偉 1 

 
要旨 
 茶道は日本の伝統文化を代表し，日常的な空間と異なり，美を溢れさせる特定の空間で

儀式な点前を行い，茶会という形で客人をもてなす点前である．本稿は，筆者自分自身の

稽古から茶会まで参与してきた経験（フィールドワーク）を踏まえ，また，人類学者ファ

ン・ヘネップ氏の「通過儀礼」視点に基づき，関連文献を検討した上での試みである．即

ち，自分自身の茶道経験，茶会の開催，茶道の稽古内容，稽古の空間，そしてその空間で

習うことを，参与していたすべての人々にとっての通過儀礼とし，その通過的なプロセス

がもつ意義を究明してみたいものである． 

 
キーワード：茶道；通過儀礼；非日常性；日常性；茶会

 
Ⅰ．はじめに 

 
  日本における茶道の研究には，歴史，哲学

の視点にもとづく研究がよくなされるが，文

化人類学の視点にもとづく研究は管見のかぎ

り見当たらない．その原因を，筆者は以下の

ように考える．まず，茶道を対象として研究

を行う場合には，茶道について基本的な知識

がなければ，その研究は容易にはできない点

にある．例えば，茶道の世界では客として茶

を飲むだけでもある程度の知識が必要とされ

る．また，日本の伝統文化は稽古する頻度（月

３回ほど）から見ると，長い時間を必要とす

る．さらに，茶道は資料に基づく研究よりも

実践することが中心になっているため，日本

茶道の稽古や茶会の内容に具体的に迫る研究

が見当たらない大きな原因と考えられる． 

そこで本稿では，筆者が茶道経験者として

の観察に基づいて，現代社会における伝統文

化を代表する茶道が，日常生活の中で重要な

位置を付けにあることを明らかにすることを

目的とした．茶道研究者の谷川は茶道がもつ

意味について「茶道は，身体の所作を媒介と

する演出の芸術としての茶，社交的なもの，

修行的なもの，芸術的なもの，儀式的なもの」2

と説明している．すると，茶道には芸術の面，

社交の面，修行の面，儀式の面の機能を含め

た日本を代表とする社会文化の視点にもとづ

く研究が必要であると考えられる． 

また，茶道を対象とした研究は，日本社会，

日本人の人間関係のあり方に対する理解，茶

道における日本人の礼儀作法に対する考え方

の一面として見る必要もあると考えられる．

本稿では，人類学者のファン・ヘネップ氏の

『通過儀礼』に関する論点に基づいて，茶道

の稽古・茶会が持つ通過儀礼的な側面の観察

を試みる．ファン・ヘネップ氏によれば，通

過儀礼とは「ある集団から他の集団へ，また

あるステータスから次のステータスへ，次か

ら次へとなぜ移って行かなければならないの

かということは，「生きる」という事実その
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ものから来るのである」3と定義される．その

通過は，一連の階梯を区切りするための儀式

が存在する．そして「個人をある特定のステ

ータスから別の，やはり特定のステータスへ

と通過させることに目的がある」4．「通過儀

礼の完全な図式には理論的に境界前（分離），

境界上（過渡），境界後（統合）の儀礼を含

んでいる」5． 
本稿に於いては，筆者自身の長年の茶道経

験を通して得た，学習者の立場とともに，茶

会に参加する立場，茶会を催す立場を経た過

程が，ファン・ヘネップ氏の言う通過儀礼に

該当するものと捉えて考察するものである．

また，人類文化学の視点から，茶道の稽古内

容，茶会に参加すること，茶会を催すことの

３点が現代日本人にとって如何なる意味をも

つのか，そして茶道を習う意義について究明

してみたい． 

 

Ⅱ．茶道と稽古 

 

茶道とは，江戸時代から使われてきた言葉

であり，元々は「茶の湯」という言い方であ

る．熊倉は，「茶道という言葉は茶の湯の方

が古く，茶道が今日的な用語として用いられ

たのは十七世紀の初頭ではないかと思われる

（千道安の道歌は古い例であろう）」6と述べ

ている．また，堀田により，「お茶本来の茶

の湯とは，もともと別の意味を持つものであ

ります．稽古というのは茶の湯を行うための

素養を身につける手段ということができま

す」7と述べている．日本では，伝統文化は，

師匠に従って身体を修練することは，稽古と

いう．日本伝統文化の茶道，華道，書道など

は，稽古という言葉を使われる．また，修練

する場所は，稽古場という．ここで，なぜ日

本伝統文化を習うことは稽古という言葉を慣

用するのか．国語辞書には，以下のように記

されている 8． 

① [昔のことを手本にし参考にする意]

学問・技術を習うこと．［狭義では，

武術や芸能などを習うことを指す］9． 

② 古の道をかんがへる．[書，堯典]曰

若ニ稽古–帝堯 10． 

③ 古道を考える．[書，堯典]曰若ここ

に古の帝堯を稽（かんがふ）11． 

以上のことから，稽古とは，古いものを考

えながら習うことであることがわかる．南谷

直利，北野与一たちは，「稽古は，「繰り返

し学ぶ・習い・練る」の意で，学問や武芸に

とどまらず，宗教や芸能等の多様な分野にお

いて慣用されていったのである」12と述べる．  

また，茶道の師匠堀内は，「けいこは，茶

の湯で行われる点前を実行するため，頭で覚

えてできるからそれでよいということではな

いのであります，その基本的な点前を繰り返

す繰り返し行うことで，目をつぶってでもで

きるまでにし，さらに繰り返し繰り返す実行

することによって，目に見えない何ものかを

身に蓄積していくことになるのでありますが，

これが稽古の意味と言えますという」13と述

べている． 

以上の引用からまとめると，稽古とは，身

体で実践し，経験することにより，習慣とな

るまで身体を修練することである．さらに，

井伊は「茶道は，書をもて伝ふ可きにあら

ず」14という．井伊によれば，茶道は書籍か

ら習うものではない．茶道の組織制度から見

ると，茶道は，身体への経験的な伝達が多く，

教授は弟子の成熟度に応じて段階的，計画的

な情報の伝達を行うのである．筆者自身が経

験した稽古から振り返ると，稽古の内容は身

体の修練を中心に行うものであった．指導者

の先生からは，「頭で覚えるものではなく，

体で覚えましょう」とよく教えられた．例え

ば，炭点前をするときには，火箸を握る手は，

必ず手の甲（手の表）を客に見せる．手の平

（手の裏）をみせてはいけないため，火箸で
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炭を挟むとき置く位置をかんがえないと，手

の平をみせてしまうことになるため，初心者

が稽古をするときには，よく何人もの生徒が

集まって，手の動きについて話し合うことが

ある．指導者の先生は，このような光景を目

にすると，「体を任せてくだい．頭で覚えた

ら，もっとややこしくなるから」と注意を促

す．つまり，稽古は身体に対しての訓練であ

り，修練の数をかさねて身につけるものでも

ある．いわば，体で動作を覚えるものである．

練習によって自然とバランスを取れた運転が

できるようになる自転車と同じである． 

 茶道の稽古の仕組みから稽古する頻度を考

えると，大体週 1 回，月 3 回稽古が一般的で

ある．学校の仕組みと違い，集中コースでは

なく，長く時間をかけて習得するものである．

茶道の世界では，師匠の元でなん十年間も稽

古を続けることはごく普通なことである．茶

道の世界では「スタートはあるが，ゴールは

ない」という言葉がよく耳にする．日々を繰

り返す稽古が当たり前の世界なのである．井

口は，「お点前の所作の中には，日常の起居

動作に応用していいことが数々ある」15と述

べている．稽古の繰り返すにより体の動きが

習慣になるのである．稽古した結果とは，演

出よりも自然に美しい動作ができるようにな

ることである．稽古の仕組みと稽古頻度から

みると，集中的に稽古するのではなくて，習

慣付けやすく時間的に分断して，忘れるよう

なときにもう一回復習するというタイミング

設定で，それを何十年の繰り返すことにより，

自然に美しい動きになってくるのである． 

 

Ⅲ．茶道の非日常性と日常性 

 

 日本茶道は非日常性をもっているのが周

知なことであろう．まず，稽古場は非日常性

がある．茶道の稽古は茶室で行うのが基本で

あり，茶室，露地，茶室に飾られた美術品，

喫茶の手続きに使われた茶道具どちらでも常

に新しく創造されたものである．日常的な空

間と異なり，美を溢れさせる空間であるため，

非日常性を持っている印象を与える．季節に

合わせる茶花，掛け軸，茶道具や，美しく季

節感が溢れる菓子を用意するという完璧な空

間にする目的とは，人間はこのような空間に

身に置くと自然と心が静かになり，真面目に

自分の動作に集中できるためと考えられる． 

 茶道を習い人間にとしては，日常空間から

非日常空間に移転する意味がある．「純」な

世界で自己を探求し続けることである．田中

は「客が茶席の中に入り終わると，最後には

いった末客は躙口をしめ，掛金を掛ける．こ

うして，茶席は離俗的な美を追求する空間と

なるのである」16とのべる．俗な空間から聖

な空間に移動して，精神的に切り替えるとい

う意味である．普段の稽古場，茶会の茶席と

異なるが，その茶室に入る前の扉は茶席の躙

口のような存在である．ここで，一礼をして

入るのが，日常空間から切り離し，非日常空

間を入る行動となる．先述した田中ののべる

通り，その一枚扉を入れば離俗的な美の空間

となるのである．離俗的な空間で点前するこ

と，あるいは客として点前をいただくことは，

どちらでも日常空間をはなれた非日常空間と

なり，記憶に長くとどめられることができる

ことのである．例えば，成人式の通過儀礼は，

当時者にとして人生で一度きりの出来事であ

り，彼らの記憶に長くとどめられる．それは

非日常空間で稽古をさせている目的の 1つと

も考えられる． 

人類学学者 V・ターナー氏によれば，通過

儀礼を体験する通過者は，社会から分離され

た境界領域にある場合には日常的な社会規範

したがう必要はなく，いわば社会の日常的構

造や規範からはみ出た状態におかれる．いわ

ば，「純」な状況に自らを置き，普段の社会

的地位にかかわりなく，また日常的な約束事
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や役割期待から離れて自由の状態になる．V・

ターナー氏はこの状態を「コミュニタス」と

呼ぶ．茶道は自己にこの「純」な状態に置く．

「純」の世界にいれば集中力も高まり，「純」

の空間で稽古をすることによって，自らを“再

発見”し，不完全な自己を認識することがで

きる．そして，その日常的な空間に動作を一

つずつ完美にさせていく．あるいは，人間は

完全な非日常空間に身をおくと，自分の不完

全なところが明らかとなるように．茶室に入

ったら，自分を再発見する状態となるといえ

る．また，その空間で完璧な自分と美しい動

作を求める．今日よりもよい自分を追求する

ことを求めるのである． 

また，井口氏は，「動作を完璧にすること

が不可能だというまさにこの事実が，茶道の

精神鍛錬にもしているのである．身体の動き

の至らなさを，練習不足の見ならず，集中力

や落ち着きの欠如といった精神的な至らなさ

に帰して反省することが求めてられる」17と

述べている．なお，嶋根氏によれば，「儀礼

的行動という社会的行為の外見だけではなく，

行為そのものを支える何ものかを，個人と社

会の内面奥深くで組み換えてしまう．通過儀

礼は外見的には集団所属，年齢階梯，空間，

時間，身分の移行として捉えられるが，もっ

とも重要な要素はそこを通過することによっ

て生じる精神的な変貌なのである」18と述べ

ている．このように，茶道は日常から非日常

通過して，そして日々の稽古経験を経て自然

に日常生活に身につけたことと融合すること

になる．すなわち，茶道は，日常空間から非

日常空間を通過して，また日常空間に戻る循

環的な行為として捉えられるのである． 

 

Ⅳ．通過儀礼とする茶道 

 

 茶道とは稽古で点前を積み重ねて，茶会，

茶事を行なうことである．稽古は茶道の習う

段階であり，茶会は日々の稽古の結晶とも言

える．茶会や茶事とは，いわば普段の稽古を

経て得た知恵をまとめて表現する場である．

それはある意味では，点前を“生”から“熟”

過程でもあるといえよう．茶会を催す立場，

茶会を招待された立場から見ると，茶会は普

段の稽古の実践ともいえる．茶会を利用して

普段の稽古の成果を試し，その不完全なとこ

ろを発見し，次の稽古に活かして完全な形態

へと近づかせる．本節では，稽古から茶会ま

での通過を，ファン・ヘネップ氏の「通過儀

礼」理論で茶道を分析してみたい．特に，茶

道とはなんか．何の為に習うのか，茶会ある

いは茶事を行うわけなどの問題を分析してみ

たい． 

稽古，茶会，茶事などは非日常な空間にお

ける行為である．その非日常な空間は“茶室”

と言う．茶室に入る前に露地を通過すること

がある．露地は日常空間と非日常空間分離す

る“門”でもある．ここでファン・ヘネップ

氏の「通過儀礼」理論を使って茶道を分析し

よう，稽古では，まず日常空間から分離する

ことから始まる．この段階は境界前（分離）

に当たる．続き稽古を行う段階は，境界上（過

渡）にあたると，茶会や茶事は境界後（統合）

に当たると考えられる．普段な生活や仕事な

どの空間から抜け出して，普段と異なる空間

に入る．精神的，心理的にも整理して清めて，

“聖”の空間に入る前の準備段階とも言える．

このように日常生活から離れて，非日常空間

で稽古したり，茶会や茶事をしたりすること

は，ファン・ヘネップ氏の「通過儀礼」に当

たる．続いてもっと細かくみてみよう，境界

前（分離）に当たる稽古の手順を分析してみ

よう．茶道を習うことは，入門してから，点

前を行う前に，割り稽古から習い始める，も

ちろん，茶室を入る前に時点で，畳の上に歩

き方，水屋の準備など，用意段階もある．そ

して，茶室に入る，客の役割を習う段階にな
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る．習う内容は，茶菓子，茶をいただき礼儀

と道具を尋ねる礼儀，そしてそれぞれの客と

亭主のタイミングを見ながら習う手順がそれ

である．それができるようになると，亭主の

役割を習う段階になる．つまり，普段の稽古

段階でも，ファン・ヘネップの通過儀礼の図

式理論に一致する．割稽古の段階は境界前（分

離）に当たる，用意段階は境界上（過渡）に

当たる，客の役割と亭主の役割を習う段階は

境界後（統合）に当たる．それはある意味で

は，稽古する人間が点前を“生”から“熟”

させる過程でもあるといえよう． 

 そして茶会の手順を分析してみよう．筆者

の経験によるおよそ茶会一ヶ月前から準備始

めている．茶会を催す時，担当者が全ての道

具，必要な物を用意する準備期間である．担

当者が茶会の規模とレベルによって，備える

道具など決める．そのため，茶会のレベルは

道具の質によりわかり，道具を見れば先生の

レベルがわかる．多くの美術品を収集する先

生ならば，美術館へ行くよりも，近くで美術

工芸品を見ることができ，さらにそれを使用

して茶をいただくこともできることなる．そ

の面から考えれば，茶会を催すことには，味

覚の楽しみだけではなく，美術工芸品を鑑賞

することも含まれている．このように，茶会

に参加することが現代社会に 

しかし，筆者の観察から，現在，普段の生

活においては茶道を行わないことが少なくな

ることが分かる．また，周りの茶道を習う人々

にインタビューした結果から，普段の生活に

おいては煎茶と番茶をよく飲み，抹茶を飲ま

ないこと，稽古をするときと茶会，茶事の時

にあまり抹茶を飲まないことがわかった．こ

のことは，日本人にとっての茶道は休憩用な

ものではなく，大切な客をもてなす特別な時

にしか行えない一種のもてなす儀式であるこ

とを示している．そして，茶道とは単なるお

茶入れの行為ではなく，点前に要する時間も

かなり長い．さらに，必要以上な茶道具を用

意しなければ，客に誠心誠意を表せない．こ

の意味においては，おもてなしをする際の茶

は亭主とお客の間をつなぐ媒体となったり，

亭主の美意識，そして亭主側の長い時間を費

やした稽古の結果を客の前に披露する機会と

なったり，さらに客が用意された道具から亭

主の気持ちを読み取り，亭主の点前を通じて

主客の交流を行うことも主客を繋ぐ過程の一

つであると考えられる． 

主客の間には茶を飲む前に言葉による交流

はなく，亭主の点前で互いに交流を交わす．

また，日本人を対象としたインタビューでは，

茶道は客を招待するため最高なもてなすであ

ることが伺われる．茶道における主客の交流

は，言葉を交わすような交流と異なり，茶道

の作法により亭主側の美意識を相手に伝わる

ものである，そのプロセスは亭主側の長年修

業の成果を表現する場でもある．このため，

長い歳月をかけた茶道の修業が非常に重要と

なる．それは，修練によって身につけた身体

的な作法による交流が，言葉よりも以心伝心

となる交流であるからである．つまり，茶と

いう媒体により主客の“心”が通じ合うよう

になるわけである．茶道というおもてなしは

一方的なサービスを提供することではなく，

主客双方が互いに満足感を与える（あるいは

持つ）ものである．その意味において，茶会

は主客双方を繋ぐ一種の“通過儀礼”でもあ

ると言える． 

 

Ⅴ．茶道と“統合” 

 

 現代において茶道を習うことは，日常生活

と整合することにあり，それは昔の茶道にお

いても現在茶道においても変わっていない．

元々，貴族階級専用のお茶は，人間関係を構

築ための道具として機能をしていた．それは，

現代社会においても茶道が人間関係を構築す



 
 
 

ICCS Journal of Modern Chinese Studies Vol.12(2) 2019 
 

 21 

るための重要な機能を果たしている．すなわ

ち，茶道は現代日本人に礼儀作法を教育する

ための教材として活用されている点である．

例えば，元々男性専用なたしなみであったが，

明治維新以後，茶道が女性の教養科目に組み

込まれ始めた．現在，多くの日本人女性にと

って茶道の礼儀作法を習うことは，稽古を通

じた身体の訓練は，無意識的に日常生活に出

てくるわけである．茶会は主客が言葉で自分

の意思を伝える場ではなく，今まで修行とし

て積み重ねた“技”や買い揃えた道具，花や

露地などを通して得る美意識によって，主客

相互が語り合う場なのである． 

 また，師匠と弟子達との絆は茶会，茶事を

通して結ばれる．普段の稽古は師匠と弟子の

間には上下の人間関係がある，しかし茶会，

茶事の時には，師匠と弟子は同じ立場で客を

おもてなし，一心で同じ目標を成功させなけ

ればならない．そのため，師匠と弟子は茶会，

茶事通して一時的に“統合”になる．もちろ

ん，この段階は空間や時間を経てから，最後

に主客を“統合”させる．また，作法する側

の人間は自分を“統合”することもできる．

つまり茶道には，自らの稽古経験による日常

生活との“統合”，主客の“統合”，および

師匠と弟子の“統合”という三つの統合（一

体化）が含まれていることになる． 

 

1．日常生活への“統合” 

 茶会は日々の稽古を経て自らから修練の結

果を試す場とも言える．久松氏は「道という

ものはいろいろに考えられますが，茶道の場

合には，一応，それを践みに行って茶が本当

にやれる道，その意味で，茶の実践法則とい

うことになります」19と述べている．つまり，

茶道は普段の稽古を実践することができるの

である．久田氏は，「茶のもろもろの規範を

通じて，主客の間の心的交渉の深まりを求め，

一服の茶を囲んでは，主客相互に美の目を確

かめ，主客黙契の全人的な了解のうえに，一

会の茶事の成り立ちがみられることとなる．

茶の湯の座敷が，かかる全人的な相互了解，

あるいは人間探求の場となるとき，茶の湯の

修行が，人間探求の最も端的な道と法を説く

禅による修行と軌を同じくし，容易に最も親

しい関係にはいることが了解されるであろ

う」20という．茶道は稽古するだけでなく，

実践することも必要なのである．茶会は普段

の稽古の実践場である．茶会を利用して普段

の点前作法を試し，稽古の成果を測って，そ

の稽古の成果を理解した上で，さらに一から

稽古をすることが茶道なのである． 

 茶道の稽古にとって，身体を訓練すること

であるが，その中心となっていることが見取

れる．そして，日常から分離して非日常な空

間において稽古を行う，茶会，茶事を催しこ

とは，非日常的・完璧な空間にいれば，人間

の不完全なところを“発見”することにつな

がり，緊張感を持ちってより効果的な稽古が

できるなら，自らが新しい段階（境界）に入

る（通過した）ことが可能となるのである．

すなわち，茶道は日常から分離して非日常な

空間に稽古することは，自己を“再発見”さ

せ完善させる通過儀礼でもある．葛藤する世

界から離れて，集中することもでき，稽古の

効果も高まるだけではなく，嶋根氏が言うよ

うな「創られた空間に激しい熱狂状態に投げ

込まれ，デユルケムにより，オーストラリア

原住民のおこなう儀式と儀礼，中でも葬礼や

儀礼が，結果的には社会成員の宗教的感情高

揚させている」21というような，稽古の前と

稽古の後の変化が，その儀礼のプロセスに現

れる． 

嶋根氏が取り上げたデユルケム氏により

「集合的沸騰」という言葉は，儀礼がもたら

す非日常性が社会統合という潜在的な機能を

持っていることを示唆するものである．それ

は，通常の時間と空間から一旦分離され，特

https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&text=%E5%B6%8B%E6%A0%B9+%E5%85%8B%E5%B7%B1&search-alias=books-jp&field-author=%E5%B6%8B%E6%A0%B9+%E5%85%8B%E5%B7%B1&sort=relevancerank
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&text=%E5%B6%8B%E6%A0%B9+%E5%85%8B%E5%B7%B1&search-alias=books-jp&field-author=%E5%B6%8B%E6%A0%B9+%E5%85%8B%E5%B7%B1&sort=relevancerank
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別な時間，空間を通過した後に，通常の時間，

空間に再び統合されていくことである．茶道

における通過は，時間と空間の切り替えるこ

とである．ファン・ヘネップを取り巻く社会

そのものも，通過儀礼の間には通常に時間と

は異なる儀礼的な時間，つまり，非日常な空

間を経験するということになる．日常から分

離することは自己を再発見するであり，そし

て理想な自分になることでもある． 

 

2．主客の“統合” 

 茶道の点前は，主に茶会と茶事を催すとき

に行うものである．筆者の観察では，また，

周りに茶道を習い人に尋ねることにより，日

常生活の中では点前することがほぼない．自

らから茶室に入って茶を点て飲むことは少な

いことが伺われる．茶道の先生の御宅に伺う

時にも，わざわざ茶室に入って点前をいただ

くことがなく，家庭用の茶道具を使って，簡

単に茶を点てて飲むことになる．普通の家庭

にはコーヒー，煎茶などを出すことは一般的

になっている． 

そして，筆者の観察から，茶道の点前は茶

会と茶事の時の“おもてなし”となることが

分かる．ということは，茶会には一定の時間

と場所を作って，客を呼んで，茶道具の準備

や美術品など展示に多くの時間を費やして，

非日常な空間を作り出し，客の目の前に点前

を披露する茶会を通して，主客を結ぶ懸け橋

となるプロセスは茶道の思想なのかと考えら

れるからである．林屋氏が『茶会と点前』に

おいて「点前すなわち茶を点てるということ

は，人間関係と精神的な内容と芸能的意義と

の三点をふくめ，それを表現しうるものとし

て，茶道の「道」たるゆえんがあるから，そ

の点前におのずからいろいろな法がつくられ

てあることは当然である」22と述べている．

岡倉氏は「茶室は，索漠としたに日々の暮ら

しに潤いをもたらすオアジスであり，そこに

会した旅人たちは，と共に，芸術鑑賞の泉を

分かち合って疲れを癒すのである」23と述べ

ている．さらに岡倉氏は，「茶という飲み物

が昇華されて，純粋と洗練に対する崇拝の念

を具体化する，目に見える形式となったので

あり，その機会に応じて主人と客が集い，こ

の世の究極の至福を共に創り出すという神聖

な役割を果たすことになる」24ともいう． 

このように，茶会は通過儀礼の視点からみ

れば，再統合の段階に当てられる．つまり，

亭主が用意された茶道道具を拝見してから，

茶室に入って点前をいただき，その間に亭主

の点前されることで主客互いに無言な交流が

できる．続いて，主客に茶道道具について始

めて語り，茶室を用意した時の思いや，美術

品の取り合わせなどを通してコミュニケーシ

ョンをとって，主客が互いに美に対する交流

を行われ，主客が美術品に対する美意識を交

わすことができるのである． 

このような過程は亭主の立場から見ると，

茶道の点前は繰り返しの中から合理的な，美

しい動きが生まれることが一番のおもてなし

となる．客の立場から見ると，亭主が用意し

た茶道道具から亭主の美意識を理解して，亭

主の所作から長年の稽古による成果を読み取

る．無言の観察とそれぞれの美に対する考え

た方で交流によって，互いにより深く人間的

交流ができるようなる．佐々木氏がいうよう

に「主と客が，茶によって文藝を，美術を，

工藝を味ひ，人生の楽事たる飲食を共なにし

て，お互いの生活を美しく楽しくするもので

ある」25，主客は茶道具あるいは互いの所作

を通じて，心の奥にたどり着き，深く触れ合

うのである．久田氏は，「常に茶時あっても，

亭主は客を心の底からうやまい，名人の茶人

を迎える心構えであるべきだし，それに応ず

る客においてもまた，露地にはいってから茶

事の終わるまで，世事の雑談などを排して，

一生にただ一度の茶事と心得，亭主を敬畏す
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べきものと教えられてきた．一期一会の茶の

心が説かれるとき，そこには，主客協同の和

敬の心に貫かれ，主客ともに踏むべき厳しい

細目や式法が予想されるのである」26という．

いうまでもなく，茶会は日本社会にとって人

間関係を構築するため重要な役割を果たして

いる． 

 

3．師匠と弟子の統合 

 茶会で 1 碗の茶を勧めたいばかりに，茶会

にあっては茶席の手入れ，茶室，露地の掃除，

掛物を選び，茶道具の取り合わせ，季節に合

わせ茶花などどちらでも亭主の心持ち，態度

を表すことになる．もちろんこれは，亭主一

人では済ませるものではなく，茶会は亭主と

弟子の合作とも言える．茶会の準備段階から，

茶会の本番まで，水屋の仕事を担当し，亭主

の代わりに点前をすることなど，亭主と弟子

たちの協力で，客に一期一会の会を提供する．

そのため茶会は，主客の“統合”であり，師

匠と弟子の“統合”でもある． 

 茶道の仕組みから見ると，茶道は家元制度

という組織である．非血縁成員を取り込み，

擬制的な父子関係となり，情報を伝達すると

いう形である．親から子へ，孫へ，師匠から

弟子へと，新しい情報を加えたり，旧情報を

削除したりという編集，加工が行われる．つ

まり，師匠と弟子の関係は，茶会の催すきっ

かけで，互に絆を形成して擬制的な父子関係

となることである．日々の稽古の場は，師匠

と弟子は上下関係であり，弟子は師匠から指

導を受けている立場にある．茶会の場合には，

師匠と弟子は協力関係となる．互に心を一に

しなければ，茶会を成功させることはできな

い．茶会を催すことを通して師匠と弟子の“統

合”され，師匠と弟子の関係は，より深い絆

で結ばれるようになる． 

さらに，茶会で客を前に点前をすることが，

経験と試行の積み重ねとなり，最も効果的で

自然な形を見出す場となる．いわば，茶会は

客にとって試みの場であるが，それは亭主に

とっても同じことである．茶道は稽古するこ

とから茶会に参加して，点前を行うまでの一

連の流れを経て，人間として“生”から“熟”

に至る儀礼とも言える．茶道の点前の技の側

面，人間としての心理の状態，精神の側面も

含めている．毎回の稽古した自分，茶会を経

た後の自分は，その稽古の経験より，さらに，

“純”なる非日常空間で再発見した自分は，

それ前よりも成長した“熟”した状態の自分

である．茶道を通じて日常空間と非日常空間，

“今日”の自分と“昨日”の自分を通過して

いることを繰り返している．そして人間の不

完全さを受けていれて，その不完全さを毎回

の稽古や，茶会などで乗り越え，自分を完全

に近づけさせる“通過儀礼”である．その成

果として，日常生活における，ものの考え方，

持ち方を変化させて人間的に成長していくの

である． 
 

Ⅵ．おわり 
 
 以上が述べているように，「通過儀礼」と

いう理論から茶道を分析してみると，茶道は

非日常性的な性格をもつことが分かった．し

かし，そこには非日常性だけではなかった，

すなわち，非日常な空間で非日常的に稽古を

繰り返す茶道の最終的な目的は，日常生活と

の整合というところにあると考えられる．日

本の茶道は稽古を通して，日常空間から離れ

非日常空間に入り，礼儀作法を繰り返し行う

ことにより，日常空間において自然的に所作

が身につくことが特徴である．このため，現

代日本人にとって，茶道を習うことは，日常

の礼儀作法を身につけるためのものとなって

いる．また茶会は，客が露地に“停止”して，

寄り付き“待ち”，なか潜りに“通過”して，

茶室において主客が出会い，茶道の点前で“統
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合”（一体化）する場である．その茶会が，

主客，および師匠と弟子との一体化的な人間

関係を構築する重要な役割を果たす空間であ

ることがわかった．茶道が現代日本人にとっ

て継承し守るべき文化として代々に伝わって

きた背景であろう． 

 岡倉は「茶の湯は，茶花，絵などをモチー

フとして織り成される即興劇である．部屋の

色調を乱すような色，動作のリズムを損なう

ような音，調和を壊すような仕草，あたりの

統一を破るような言葉といったものは一切な

く，すべての動きは単純かつ自然になされる

ー茶の湯の目指したのはこのようなものであ

る」27と述べている．茶道は日常空間から離

れて，非日常空間を通過して，その通過過程

で自らから再発見をして，自分を完全近づけ

させていく．「純」な空間こそ，動作を一つ

ずつしっかり動き，完璧にさせていく過程を

通過する．茶室で繰り返し行う動作，礼儀，

作法などを自然に日常生活と統合することが

できたことは，稽古という日常的な活動によ

り茶道を日常的空間と統合することが可能と

なったからである． 

 本考察と通して，茶道が現代日本社会にお

いて重要な役割を担い，人間関係の側面，個

人な自己管理の側面，そして日本社会におい

て必要な礼儀作法として，重要な位置付にあ

ることがわかった．茶道という交流によって，

主客，師弟の互いに投げては受け取り，また

投げ返す，その稽古，茶会時間の中に，日本

特有なコミュニケーションの回路が形成され

ているのである．それは茶道を習い続けてい

る理由だと考えられる． 
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